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ASEAN大使通信 

第 19回 特別首脳会議から半年間の進展 

 

2024年（令和６年）６月 28日 

 

日 ASEANフォーラム（2024年６月 25日、タイ外務省提供） 

 

昨年 12 月の日 ASEAN50 周年特別首脳会議開催から早くも半年が過ぎました。

本年の ASEAN行事のサイクルも、いよいよ折り返し地点です。７月の ASEAN

関連外相会議、10月の首脳会議の開催に向けて、準備が本格化しています。 

 

今月、ASEAN議長国ラオスのビエンチャンでは、ASEAN＋日中韓（APT）、東

アジア首脳会議（EAS）、ASEAN地域フォーラム（ARF）の高級事務レベル会合

（SOM）が、本年初めて開催されました。また、ASEANは 11の対話国・機関

と ASEAN＋１の枠組みで大使級会合と SOM 会合を毎年開催しており、日本に

ついては日 ASEAN合同協力委員会（AJJCC）と日 ASEANフォーラムが、今月

ジャカルタとバンコクでそれぞれ開催されました。更に、日米韓 ASEAN代表部

大使の東ティモール共同訪問も実現し、大きな成果がありました。 

 

今回の大使通信では、一連の会議や行事についてご報告しながら、特別首脳会議

から半年間の進展について、皆さんと一緒に振り返ってみたいと思います。 
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EAS・SOM（2024年６月７日、ASEAN事務局提供） 

 

●ASEAN関連 SOM 

 

６月３日の週は、ラオスの首都ビエンチャンのクラウンプラザ・ホテルに、

ASEAN 各国に加えて多くのパートナー国から代表団が集まり、ASEAN 主導の

枠組みの下で各種の高級事務レベル会合（SOM）が開催されました。 

 

ASEANのみの SOMは既に何度か開かれていますが、ASEAN＋日中韓（APT）、

東アジア首脳会議（EAS）、ASEAN地域フォーラム（ARF）の SOMは本年初め

ての開催です。日本の代表団は外務本省の林誠アジア大洋州局・南部アジア部参

事官／ASEAN 協力担当大使が代表で、私も APT と EAS の SOM に参加しまし

た。 

 

６月７日に開催された APT・SOMでは、５月下旬の日中韓サミット開催を経て、

日中韓側調整国が韓国から日本に交代したことを受けて、ラオスと日本の共同

議長の下で協力の進展のレビューを中心に話し合いました。また、同日の EAS・

SOM では、この夏から秋にかけての EAS 外相会議と首脳会議に向けて、成果

文書の方針や地域・国際情勢について率直な意見交換を行いました。同日夜のガ

ラ・ディナーには ARF参加国からも多くの関係者が加わり、ラオスの文化パフ

ォーマンスを楽しみながら交流を深めることができました。 

https://asean.org/asean-plus-three-senior-officials-meeting-convenes-in-vientiane-lao-pdr/
https://asean.org/east-asia-summit-senior-officials-meeting-convenes-in-vientiane/
https://asean.org/east-asia-summit-senior-officials-meeting-convenes-in-vientiane/
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日 ASEAN合同協力委員会（2024年６月 10日、ASEAN事務局提供） 

 

●日 ASEAN合同協力委員会 

 

週明けの６月 10 日には、ジャカルタの ASEAN 本部／事務局で日 ASEAN 合同

協力委員会（AJJCC）が開催されました。ASEAN10 か国のジャカルタ常駐代表、

ASEAN 事務局とオブザーバーからなる委員会（Committee of Permanent 

Representative, CPR）は、11の対話国・機関（Dialogue Partners）の各代表と、

毎年前半に大使級の合同協力委員会（JCC）をそれぞれ開催し、協力関係の進展

をレビューしています。 

 

ASEANは対話国・機関毎に、３年任期で持ち回りの調整国を指名しており、対

日調整国は本年７月の ASEAN 関連外相会議までタイが担当しています。この

ため、パンティパ ASEAN常駐代表と私が共同議長を務めました。 

 

今回の AJJCC は、昨年の日 ASEAN 友好協力 50 周年及び特別首脳会議の後、

新たな共同ビジョン・ステートメントと実施計画のフォローアップを行う重要

な機会となりました。日 ASEAN 双方の関係省庁の全面的な協力を得て進捗状

況を洗い出し、昨年 12月の採択から約半年で、実施計画にある 130項目のうち

81項目（約 62％）が既に着手済（addressed）と確認できました。 

 

私からは、43 の協力分野での主要な進展について、プレゼン資料で ASEAN 側

に説明を行い、日本の前向きな取組について理解を深めてもらえたことと思い

ます。また、地域・国際情勢について議論ができたことも大変有意義でした。 

https://www.asean.emb-japan.go.jp/itpr_ja/pr24_0610jp.html
https://www.asean.emb-japan.go.jp/itpr_ja/pr24_0610jp.html
https://www.asean.emb-japan.go.jp/files/100682110.pdf
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CPR＋３（2024年６月 13日、ASEAN事務局提供） 

 

●ASEAN常駐代表委員会＋日中韓（CPR＋３） 

 

同じ週の６月 13日には、ASEAN本部／事務局で、ASEAN常駐代表委員会＋日

中韓（CPR＋３）が開催されました。ASEAN＋日中韓（APT）の枠組みでは、

CPRとの会合は年２回、APT外相会議と首脳会議の前にそれぞれ開催し、協力

の進捗状況を確認しています。 

 

前週の APT・SOMと同じく、５月下旬の日中韓サミット開催を経て、日中韓側

調整国が韓国から日本に交代し、ASAEN議長国ラオスと日本が共同議長となり

ました。今回の会合では、日中韓から協力の進展についてそれぞれ報告を行い、

ASEAN 各国や事務局からは幅広い分野での具体的な協力の提案がありました。 

 

APTの枠組みは、1997年の立ち上げから四半世紀以上を経て、多くのセクトラ

ル（省庁プロセス）や協力基金（APTCF）などの制度が整い、金融・農業分野を

はじめ多くの成果を上げています。これからも、日 ASEAN、APT、EAS、ARF

などそれぞれの枠組みの強みを生かしながら、ASEANとの間で重層的な協力関

係を一層深めていきたいと思います。 

 

https://asean.org/20th-meeting-of-cpr-plus-three-convenes-today/
https://asean.org/20th-meeting-of-cpr-plus-three-convenes-today/
https://www.mofa.go.jp/mofaj/area/asean/asean3/index.html
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日米韓 ASEAN代表部大使のラモス＝ホルタ大統領表敬 

（2024 年６月 20日、米国ＡＳＥＡＮ代表部提供） 

 

●日米韓 ASEAN代表部大使の東ティモール共同訪問 

 

その翌週後半の 6 月 19 日～21 日には、日米韓 ASEAN 代表部大使で東ティモ

ールを共同訪問しました。これは、昨年８月に米国キャンプ・デービッドで開催

された日米韓首脳会合を受けて、採択された成果文書に基づく具体的な取組の

一環として、東ティモールの ASEAN 正式加盟に向けた取組を連携して後押し

するために行ったものです。 

 

今回の訪問中、私はエイブラハム米国 ASEAN代表部大使、イ韓国 ASEAN代表

部大使とともに、ラモス＝ホルタ大統領、グスマン首相を表敬、ランジェル外務・

協力省 ASEAN関係副大臣と会談しました。更に、東ティモール国立大学での３

大使による講演会、ASEAN正式加盟準備に携わる東ティモール関係省庁との会

議、バログン国連常駐調整官との意見交換等も行いました。また、年来の友人で

平和構築支援に造詣の深い坂根宏治 JICA 専門家からの説明も勉強になりまし

た。 

 

訪問を通じて、東ティモールにとっての ASEAN 正式加盟の重要性への理解を

深め、日米韓で連携しながら相乗効果のある協力を行う決意を新たにしました。

日本は東ティモール独立前の 1999 年に東京で東ティモール支援国会合を主催

してから四半世紀にわたり、国連 PKOへの自衛隊・警察派遣など幅広い支援を

行ってきたことの成果を実感するとともに、謝意の表明を嬉しく思いました。 

https://www.asean.emb-japan.go.jp/itpr_ja/pr24_0621jp.html
https://www.asean.emb-japan.go.jp/itpr_ja/pr24_0621jp.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/a_o/na2/page1_001789.html
https://www.spf.org/iina/articles/sakane_16.html
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日 ASEANフォーラム（2024年６月 25日） 

 

●日 ASEANフォーラム 

 

その週明けにはバンコクに移動し、６月 24 日～26 日開催の日 ASEAN フォー

ラムに参加しました。冒頭お伝えしたように、ASEANは 11の対話国・機関と、

ASEAN＋１の枠組みで高級事務レベル会合（SOM）を毎年開催しています。日

ASEANフォーラムは 1977年に発足し、今回が第 39回になります。日本の SOM

リーダーの船越外務審議官（政務）が外務本省から出席し、ホストのタイ外務省

のエクシリ外務次官（タイ SOMリーダー）と共同議長を務めました。 

 

初日の 24日はエクシリ外務次官主催の夕食会に招待され、北海道のホタテや味

噌、枝豆など日本の食材も使ったタイ料理で歓迎を受けました。そして翌 25日

の本会合では、日 ASEAN協力のレビューと今後の方向性、そして地域・国際情

勢について、ASEAN10 か国と日本の間で率直かつ踏み込んだ意見交換が行った

後、オブザーバーの東ティモールの発言と共同議長の挨拶で締めくくりました。 

 

最終日は、タイ外務省 ASEAN局の企画で、元 JR北海道「キハ 183」でアユタ

ヤの日本人村他を訪問して、フォーラム参加者や在タイ ASEAN加盟国・日本大

使館員間で交流を深め、タイ政府の日本に対する細やかな心遣いを感じました。 

https://asean.org/asean-and-japan-reaffirm-its-commitment-to-take-comprehensive-strategic-partnership-forward/
https://asean.org/asean-and-japan-reaffirm-its-commitment-to-take-comprehensive-strategic-partnership-forward/
https://twitter.com/amb_japan_asean/status/1805873034752049452
https://twitter.com/amb_japan_asean/status/1805873034752049452
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ASEAN-G7法務・司法ネクスト・リーダーズ・フォーラム 

（2024年６月 26日、ASEAN事務局提供） 

 

●特別首脳会議から半年間の進展 

 

私が出張中の６月 19日にはジャカルタで、東アジア ASEAN経済研究センター

（ERIA）と ASEAN平和和解研究所（ASEAN-IPR）が「女性・平和・安全保障

（WPS）及びデジタル経済における女性（WDE）に関するキックオフ・ラウン

ドテーブル」を共催し、上川外務大臣がビデオメッセージを寄せました。また、

6月下旬にはナラリャ ASEAN事務次長（官房担当）が訪日し、奈良で大阪関西

万博（IPM）に参加した他、東京で ASEAN-G7 法務・司法ネクスト・リーダー

ズ・フォーラムの開会挨拶を行いました。 

 

以上ご報告したように、昨年 12月の日 ASEAN50周年特別首脳会議から半年間

で、具体的な協力が幅広い分野で進展しているのみならず、日 ASEAN合同協力

委員会や日 ASEAN フォーラムといった機会を活用して、フォローアップの取

組や次の展開に向けての議論も進んでいます。この半年間のモメンタムを生か

して更に加速できるよう、是非皆さんと協力していきたいと思います。引き続き

よろしくお願いします。 

 

ASEAN代表部大使 

紀谷昌彦 

https://www.asean.emb-japan.go.jp/itpr_ja/pr24_0620jp.html
https://www.asean.emb-japan.go.jp/itpr_ja/pr24_0620jp.html
https://www.asean.emb-japan.go.jp/itpr_ja/pr24_0620jp.html
https://youtu.be/7PXc_b8DS4Y?si=5TRoz1FvGrRZ7St_
https://www.gov-online.go.jp/eng/publicity/book/hlj/html/202403/202403_08_jp.html
https://www.gov-online.go.jp/eng/publicity/book/hlj/html/202403/202403_08_jp.html
https://asean.org/deputy-secretary-general-of-asean-for-community-and-corporate-affairs-opens-the-1st-asean-g7-next-leaders-forum/

